
古くから研究されている水が、実はミクロに見ると
特徴的なネットワークを含む不均一構造を持つこと
が示されました。まさに今、その解釈をめぐって、
世界中で大論争が起こっています。
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今や生活には欠かせない
存在となった二次電池や
燃料電池の性能を向上さ
せる、電極や触媒の研究
を精力的に行っています。

ナノ空間の水、電極表面
の水、水処理膜中の水な
ど、軟Ｘ線は、普通には
アクセスできないところ
の水の正体を明らかにす
る最強の分析ツールです。

水が酸素を捕えてPt上で安定化

世界最高性能・世界唯一の
最先端の装置開発を行って、
未知の物理化学現象を
“世界で最初に捉える”こと
に興味ある、意欲ある学生
さんをお待ちしてます。

研究例１：水はミクロに不均一？ 研究例２：水と電気を作る功労者
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私たちが研究に⽤いている光は、軟Ｘ線という、みなさんが⽇常ではけっして
触れることのない光です。
なぜなら、軟Ｘ線は空気の層が1ミリもあったら消えてしまうからです。
放射光を⽤いると、レーザーのように密度が⾼く、細く絞れた軟Ｘ線を利⽤す
ることができます。軟Ｘ線は、⽇⽤品や最先端の材料の中に含まれるさまざま
な元素の持っている電子状態が、その材料のどういう機能にどのように効いて
いるのかをつぶさに教えてくれます。

私たちは特に、物質に軟Ｘ線を照射して出てくる軟Ｘ線を捉える、軟Ｘ線発光分光という⼿法を最も得意としています。
これは軟X線で⾒た物質の「⾊」を調べる⼿法ですが、⾒た⽬の⾊と違って、磁気的、電気的性質の起源から不規則
な系の構造まで、様々な情報を含みます。
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連絡先

0791-58-0803 ex.4111
04-7136-5262

燃料電池の性能を支配
しているのは白金触媒。
でも実は、発電すると
出てくる水が白金に付
着して、電池の性能を
下げてしまうメカニズ
ムを明らかにしました。
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